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施
策　

「
観
光
」
で
は
、
重
点

４５

施
策
の
一
つ
に
「
首
都
圏
で
有
数

の
植
栽
面
積
を
誇
る
座
間
の
花
の

ひ
ま
わ
り
を
イ
ベ
ン
ト
と
結
び
付

け
、観
光
の
重
点
事
業
に
高
め
て
、

関
係
団
体
等
と
協
働
で
地
域
活
性

化
を
図
り
ま
す
」
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
戦
略
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
案
）
に
も
、
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
を
観
光
の
重
点
事
業
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
の

植
栽
は
、
そ
も
そ
も
農
地
の
荒
廃

地
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た

経
過
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、

荒
廃
地
対
策
と
し
て
の
ひ
ま
わ
り

植
栽
を
観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
と
転
換

し
、
そ
の
活
用
を
図
る
の
か
。
改

め
て
今
後
の
荒
廃
地
対
策
と
し
て

の
ひ
ま
わ
り
植
栽
の
あ
り
方
と
、

本
市
の
農
業
振
興
と
い
う
観
点
か

ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、

所
見
を
求
め
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

農
業
振
興
の

観
点
か
ら
は
、
ひ
ま
わ
り
を
利
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
際
、
地
場

産
物
の
直
売
、
観
光
農
園
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
の
活
性

化
、
あ
る
い
は
農
地
の
有
効
利
用

等
の
農
業
振
興
が
図
れ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

第
四
次
総
合
計
画
で
は
、
将
来

都
市
像
、
平
成　

年
ま
で
に
本
市

３２

が
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
「
と
も
に

織
り
な
す
活
力
と
個
性
き
ら
め
く

ま
ち
」
と
テ
ー
マ
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
本
会
議
の
場
で
、

ぜ
ひ
と
も
市
長
に
こ
の
テ
ー
マ
に

込
め
る
思
い
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　

こ
の
将
来
都
市
像
は
、

　

年
後
の
座
間
の
ま
ち
に
つ
い
て
、

１０市
民
各
層
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
角
度

で
寄
せ
ら
れ
た
「
こ
う
あ
っ
た
ら

い
い
」
「
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と

い
う
共
通
の
目
指
す
姿
を
抽
出
し
、

統
合
し
て
あ
ら
わ
し
た
テ
ー
マ
で

す
。
そ
の
意
味
は
、
多
様
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
活
性
化
を
し
、
地
域

と
の
強
い
連
帯
の
中
で
、
文
化
、

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
市
民
が
生
き
生

き
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、
都
市
基

盤
整
備
を
背
景
と
し
た
産
業
活
動

が
活
発
な
街
の
こ
と
で
あ
り
、
市

民
が
期
待
感
を
持
っ
て
、
新
し
い

も
の
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
し
た
座

間
ら
し
さ
と
い
う
も
の
を
追
求
し
、

創
造
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。

　

施
策
４
「
医
療
体
制
」
の
施
策

の
取
組
方
針
の
中
に
「
医
療
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、
日
ご
ろ
か
ら

相
談
や
受
診
が
で
き
る
か
か
り
つ

け
医
を
持
つ
必
要
性
に
つ
い
て
周

知
啓
発
を
行
い
、
地
域
社
会
の
中

で
適
正
な
医
療
が
行
わ
れ
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
す
」
と
あ
り
ま

す
が
、
医
療
機
関
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
現
状
で
は
、
か
か
り
つ
け

医
を
持
つ
こ
と
は
難
し
く
、
啓
発

を
行
っ
て
も
受
診
が
で
き
に
く
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
社

会
の
中
で
適
正
な
医
療
が
行
わ
れ

る
体
制
と
は
、
具
体
的
に
開
業
医

を
誘
致
す
る
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
の
か
。
抜
本
的
な
改
正
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
体
制
化
を
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

開
業
医
の
誘

致
や
医
療
体
制
の
抜
本
的
な
改
正

に
つ
い
て
は
、
市
が
主
体
的
に
実

施
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
国
・

県
に
し
っ
か
り
と
責
任
を
果
た
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
り
、
具
体
的
な
記
載
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
へ
の

要
望
と
し
て
盛
り
込
ん
で
い
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
入
谷
駅
周
辺
区
域
の
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
、
第
三
次
総

合
計
画
で
議
論
を
交
わ
さ
れ
て
き

た
経
過
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
四

次
総
合
計
画
で
は
こ
の
事
業
が
消

え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
お
示
し
願
い
た
い
。

　

Ｊ
Ｒ
相
模
線
は
県
央
の
南
北
を

通
る
唯
一
の
幹
線
鉄
道
で
す
が
、

南
は
新
幹
線
倉
見
駅
設
置
を
沿
線

自
治
体
で
Ｊ
Ｒ
本
社
に
要
望
し
て

お
り
、
北
は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ

ー
の
駅
予
定
地
が
相
模
原
市
橋
本

に
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
入
谷
駅
周
辺
の

区
画
整
理
を
断
念
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
そ
の
理
由
を
求
め
ま
す
。

　

都
市
部
長　

入
谷
駅
周
辺
の
土

地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
５
年
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
度
、
地
権
者
の
方
々
の
合
意

１９が
得
ら
れ
ず
、
研
究
会
は
一
時
休

止
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
第
四
次
座
間
市
総

合
計
画
で
は
、
施
策
の
方
向
の
中

で
、
「
座
間
西
部
地
域
土
地
利
用

方
針
に
基
づ
き
、
事
業
担
当
課
に

よ
る
整
備
計
画
の
構
築
を
図
り
ま

す
」
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

基
本
構
想
に
「
公
立
保
育
園
の

建
て
替
え
に
お
け
る
民
間
活
力
の

利
用
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し
」

と
あ
る
の
に
、
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
調
査
研
究
を
抜
き
に
民
営

化
す
る
保
育
園
を
来
年
度
に
１
園

選
定
し
、２
０
１
４
年
度
に
は「
私

立
保
育
園
と
し
た
上
で
国
と
協
調

し
て
補
助
す
る
こ
と
で
建
て
替
え

の
効
率
化
を
図
る
」
と
し
て
い
ま

す
。
既
に
具
体
案
が
あ
る
の
に
、

議
決
が
必
要
な
基
本
構
想
に
は
違

う
こ
と
を
掲
げ
る
の
は
、
議
会
と

市
民
を
欺
く
行
為
で
す
。
そ
も
そ

も
建
て
替
え
は
老
朽
化
の
進
行
度

に
応
じ
て
行
う
べ
き
な
の
に
、
経

営
の
受
け
皿
の
有
無
と
い
う
老
朽

化
と
は
関
係
な
い
基
準
で
対
象
園

を
選
定
す
る
の
で
は
、
建
て
替
え

は
民
営
化
の
た
め
の
口
実
に
し
か

見
え
ま
せ
ん
。見
解
を
求
め
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
案
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

る
と
い
う
前
提
で
答
弁
し
ま
す
が
、

現
行
の
建
て
替
え
に
関
す
る
国
の

補
助
対
象
は
私
立
の
み
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
一
つ
の
考
え
方
と
し

て
持
っ
て
は
い
ま
す
が
、
老
朽
化

対
策
は
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
民

営
化
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

施
策　

「
環
境
保
全
」
に
つ
い

４０

て
は
、
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。「
電

気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の

普
及
に
努
め
る
」
と
明
記
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
購
入
費
助
成
制

度
も
視
野
に
入
れ
て
の
こ
と
な
の

か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

施
策　

「
観
光
」
に
つ
い
て
、

４５

本
市
に
は
「
水
」「
ひ
ま
わ
り
」「
大

凧
」
と
三
大
観
光
資
源
が
あ
り
ま

す
。
加
え
て
日
産
自
動
車
座
間
事

業
所
内
に
は
往
年
の
名
車
が
そ
ろ

う
記
念
庫
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

他
の
自
治
体
で
は
見
ら
れ
な
い
一

大
観
光
資
源
で
す
。
行
政
の
発
想

の
域
を
超
え
た
民
間
の
企
画
力
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
一

時
期
の
先
行
投
資
も
必
要
と
思
い

ま
す
が
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　
「
環
境
保
全
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
購
入
費
助

成
制
度
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
観
光
」
に
つ
い
て
は
、
施
策

の
方
向
に
「
産
業
を
生
か
し
た
観

光
振
興
を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
対
応
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
基
本
構
想
・
計
画
」
の
中
や
、

「
教
育
関
連
分
野
」
の
中
に
も
全

く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
問
題

で
あ
る
。
中
学
校
給
食
実
施
は
以

前
か
ら
市
民
要
求
が
非
常
に
強
く
、

議
会
に
も
再
三
陳
情
が
出
さ
れ
、

議
会
の
委
員
会
で
も
先
進
市
を
繰

り
返
し
視
察
す
る
な
ど
教
育
行
政

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
問
題

で
あ
る
。
中
学
校
給
食
の
実
施
率

は
、
全
国
平
均　

・
９
％
に
対
し
、

８０

神
奈
川
県　

・
２
％
と
極
端
に
低

１６

く
な
っ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
る
。

社
会
が
変
化
し
て
き
て
い
る
中
、

弁
当
持
参
方
式
に
よ
っ
て
生
徒
間

の
昼
食
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、

今
、
生
活
困
窮
家
庭
の
生
徒
の
中

に
は
、
満
足
に
昼
食
が
と
れ
な
い

状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
焦
眉
の
課
題
の
記

述
が
な
い
こ
と
は
、
向
こ
う　

年
１０

間
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
問
題
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
中
学
校
給
食
の
実
施

を
計
画
の
中
に
入
れ
る
よ
う
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

教
育
長　

「
中
学
校
給
食
の
あ

り
方
検
討
懇
話
会
」
と
し
て
、
ま

だ
具
体
的
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
「
施
策
の
方
向
」
の
中

で
包
括
し
て
い
ま
す
。

本本
会会
議議
のの
概概
要要

牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

ひ
ま
わ
り
の
植
栽
に
よ
る

観
光
イ
ベ
ン
ト
と
農
業
振
興

竹
市　

信
司 
議
員
《
市
民
連
合
》

保
育
園
建
て
替
え
は
民
営
化
の
方
便
か

飛
田　

昭 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

適
正
な
医
療
が
行
わ
れ
る
体
制
と
は
？

上
沢　

本
尚 
議
員
《
公
明
党
》

座
間
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た施

策
実
施
を
！

安
斉　

昭
雄 
議
員
《
明
政
会
》

ど
う
な
っ
た
？

入
谷
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
政
和
会
》

将
来
都
市
像
の
テ
ー
マ
に
込
め
る
思
い
と
は

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

計
画
の
中
に
「
中
学
校
給
食
の
実
施
」
を

▽　

９
月
３
日　

開
会
、会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省

略
・
討
論
・
採
決
、
議
案
上
程
・
提

案
説
明
・
総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、

陳
情
上
程
・
委
員
会
付
託
、
報
告
上

程
・
質
疑

▽　

９
月
９
日　

一
般
質
問

▽　

９
月　

日　

一
般
質
問

１０

▽　

９
月　

日　

一
般
質
問

１３

▽　

９
月　

日　

議
案
上
程
・
提
案

２１

説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

▽　

９
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
・

３０

質
疑
・
議
案
第　

号
修
正
案
提
案
説

４７

明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審

査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別
委
員

会
中
間
報
告
・
質
疑
、
第
４
次
総
合

計
画
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、

追
加
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

報
告
上
程
・
質
疑
、
陳
情
上
程
・
閉

会
中
の
継
続
審
査
、
議
員
提
出
議
案

上
程
・
（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、
正

副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
・
議
会

運
営
委
員
・
特
別
委
員
会
委
員
の
選

任
、高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
議
員
・

広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
、
監
査
委
員
の
選
任
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
任
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
質
疑
及
び
討

論
は
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
９
月
３
日
）

　

安
斉
昭
雄
（
明
政
会
）
、
木
村
正

博
（
公
明
党
）
、
伊
田
雅
彦
（
政
和

会
）
、
沖
本
浩
二
（
市
政
ク
ラ
ブ
）、

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、
安
海

の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
沖
永

明
久
（
市
民
連
合
）

　

第
四
総
質
疑
（
９
月　

日
）

２１

　

牧
嶋
と
よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

伊
田
雅
彦
（
政
和
会
）
、
安
斉
昭
雄

（
明
政
会
）
、
飛
田
昭
（
市
政
ク
ラ

ブ
）
、
竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）
、

上
沢
本
尚
（
公
明
党
）
、
中
澤
邦
雄

（
日
本
共
産
党
）

　

討　
　

論
（
９
月　

日
）

３０

　

沖
永
明
久
（
市
民
連
合
）
、
京
免

康
彦
（
政
和
会
）
、
中
澤
邦
雄
（
日

本
共
産
党
）、木
村
正
博（
公
明
党
）、

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

飛
田
昭
（
市
政
ク
ラ
ブ
）


